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★流星課だよリ　（104）　　　　　　　　　　小愼孝こ郎
七N・・c入る・・醒数は著しく勒する液の騨咳望なるので・蛎
旧藩課員は勿論ド三二のかの翻を希望する・さて・胡に幽す
る主なる流星群は，
　　上旬　ベガスα流星群（α　＝　343。δ＝＋12。）
　　中　旬　　　白鳥座ζ流星群　（α＝317　δ＝＋31）速
　　中旬以後　　ペルセウス流星群（α＝15→32　δ＝＋49→十54）
　　下旬　フk3El［座・6流星群（・一335－343δ一　一19→一16）馳
　　下旬　山羊座α流星群（a＝303δ＝一10）
　　下旬　カシオペヤβ流星群（α＝355δ二十59）微光
鞭あ鷹狗備醒群は，下弦の月徽四隅されることを畳恥ね
ばならぬ．月末から八月にかけて，観測條件はよくなるが．
　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　×
二月脈醒襯冬醐（二三は立野すぎて穐のであるが）焼流
星の糖は殆ん払い・四月の二野星謙ついても・未だ瀞がな騒る
四月26日夜牧夫座及北冠座附近から若干の流星が放射するのが見られた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1940－4一一一28）
囎目下，1934年以二二三一氏がま膨せられた醒顛灘蜘畑中。
あるカ：・完了までは二四ケ月下すると思ふ灌繍86個中・肉勲測
の記鋒を件ふもの51個日ある．
★愛　星　躁
往年の…パート曜測結が近頃は減少し，継曜出もボ・ポ・とミ
ふ所で，観測が散漫になりがちですが，“特定の星”を町嘆に見様ではなv、ヵ、み
の木邊課長よ曝案がありましたので・長週鞭耀磯個か酪人が分憺し
たいと思ひます・どう帳週期の星魎大極小・　k’一Vlて遡期曝購を期
すのが耽る目的でありますから・繍1醐旨した方がV’s　Nのではないカ・モ思
ひます．課員の御意見を聴取したいと存じます．
剛岐部の河合孝一氏よ揃月雛表の長週鞭光星の購洞氏織図、
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山秋堆氏訂正のものを護行したしとの提案がありました．いつれ後日欄洲支部
より護行となる筈です。こyc同氏の御好意と小澤氏の御民苫に感謝致しま
す．又，河合氏は今後當課の爲め大いに御濫力下さる筈であります．今月の丁
丁者下の通りであります．
　　小澤喜一　32星　槻測181回
　　岡林滋樹　16星　〃　44回
　　　　　　　　　本年後孚期のアルゴル極小日（世界時で）
七月
　H　11s
3　10．2
6　07．0
9　03．8
12　oo．6
14　21．5
17　18．3
20　15．1
23　11．9
26　08．7
29L　05．5
八月
　日　昨
1　02．3
3　23．1
6　19．9
9　16．7
12　13．5
15　10．3
18　07．2
21　04．0
24　OO．8
26　21．6
29　18．4
九月
　日　畔
1　15．2
4　12．0
7　08．8
10　05．6
13　02．4
15　23．3
18　20．1
21　169
24　13．7
27　105
30　07．3
十月
　日　時
3　04．1
6　OO．9
8　21．7
11　18．6
14　15．4
17　12．2
20　09．0
23　05．8
26　02．6
28　23．4
31　202
十一月
　日　峠
3　17．1
6　13．9
9　10．7
12　07．5
15　04．3
18　Ol．1
20　21．9
23　18．8
26　15．6
29　12．4
十二月
　ロ　ロヤ
209．2
506．0
802．8
1023．7
1320．5
1617．3
1914．1
2210．9
2507．8
2804．6
3101．4
★黄道光課　鹿見島の坂上務氏より，去る四月27日の夕刻の槻測報告を受
け取った．（山本）
★太陽課（1940年4月）
　報告者　15名．そのうち新報溢者は
　　　竹内　潤君　　　32mm屈折×50　　大阪市天王寺匠
　　　富田弘一郎君　　　40　〃　　×32　　　東京市世田谷匠
上記こ君を御紹介します．雨君の御気働と御永績をお願ひします．
全員でとらへても27日が雨の爲め訣測になった．三月下旬の大黒黒占が一日夜
西渡してからすつと静羅な太陽面であった．月の前牛は概して南牛球が活動し
後言は北畑球が活動した．16日朝子午線を通過した群（南11。）は今月では最も
浩回した群であった．7，13，15日には北誘球には一群の黒鮎も見られなかっ
た．今月は新婚30群を観測し北油球18群，南牟球12群であった．（以上，瀬戸観
測所）
　例月通り沓掛，津留，阿部，正村諸氏よりの新群の緯度報告を受けてみる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本田）
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太陽黒貼相封数報告（1940年4月）
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